
（ 画委員長）
（ 長）， 山 （会計

）， （前会計 ）
山

報告・審議事項
1  委員会報告（報告内 に ては委員会

報告を参 ）
2  報告

 会員
 2019 年度 報告（ 誌 69 巻 2 号に

）
　  2020 年度会計 の の報告
3  議

 委員会 に する 議
鳥 委員会で が し，

が ． 画委員会で 田 ， 田
が し， ， ，

， が ． 報委員会で
が ．

2021 年度
2021 年度 が れ，承認された．
2020 年度 に て 承認
2020 年度 の 通 会計， 年度
の が れ，承認された．
2021 年度 会開催
評議員会 で 会会長より がなさ
れた．
2021 年度 会開催候補
2021年度 会開催候補 （ 学

ン ）に て ン ンでの開催

和文誌編集委員会報告

1） 日本鳥学会誌
69 巻 1 号を 2020 年  ，69 巻 2 号を 10 に
した．  C は れ れ，

田 さ の を用 た の り鳥
り の と， 田 さ の

の 内 の の に った．
1 号（  ） 集 3， 3， 報 1，

2 号（10 ） 3， 報 1， 2

2） 日本鳥学会誌 集
2020 年 1 1 日か 12 31 日 でに受
た よ 前年か の り し を

た の 集 は のと りで る．

報 報告 

し 2 10 2 0 3

0 1 9

受 0 1 9

受 1 6 2 0

集中 1 9 1 6

受 0 0 0 0 1

3   の
　  に る 1 年 （2019 年 1 2019
年 12 ）の 誌 （2006 年
巻 2019 年 6  巻）に する  

（ ）は 年の 1 3 に たる
66 666 った． 別内 は 年 ，日本が

を （ 0 ）， が れ に
（1 ）， の は かとなった． ウン

て 議，承認された．
2022 年度 会開催候補

　2022 年度 会開催候補 （ 学
ン ）に て 議，

ン での開催と で承認．
 定
　 を するた の 定が れ，

承認された．
 ・ シ ム
　 誌 の ・ シ ムの に て

れ，承認された．
 黒田賞募集 の
　黒田賞募集 に て れ， された．

日本鳥学会 2020年度評議員会報告

日 2020 年   20（ ）1 00 1 0 
ン ン

評議員 （会長）， 田 ， 田
， （基金運営委員長），

（鳥 委員長）， 田
， ， 田 ，西 （

集委員長）， （ 委
員）， 有 ， さ か（ 報委
員長），山 ， （ 会長）

委員会 表等 （ 誌 集委員
長）， 田 （ 誌 集委員長），

村 （鳥 委 員 長），金
（日本 鳥 委員長）， 山



された 3  報中， ウン 20 報の
別を ると， が 11 報（ ，黒田賞受賞

・ を ）， が 6 （30 ），
報が 2 報（10 ）， が 1 報（ ） っ

た．
（ 誌 集委員長）

英文誌編集委員会報告

1） 
19 巻 1 号（  ， 報 6 ，

1 ）を 2020 年 1 に，2 号（
， 報  ）を  に した．  

C  は れ れ  O I  氏 の り
の に する と，C C  C  氏 による

の りに する とした．
2） 集
　2020 年 1 12 （2021 年 1 1  日 ）

1（前年 1 6  ）
受 10 3 受 （

中 り ）
中 22

り 0
19（ 集委員会 1 ）

前年に は た． による
の とと に， 誌の認 度 がっ

て る で ると れる．た し，
で 集委員会内の で された が

の  を て り， の 加
ではな の の が な で
る．

3） の
2019 年の は，

は 年 1  の 132 ， は 1  
の 1 90 で った．2019 年の ン

は 0 0 （O  2  誌
中 19 ）で， 年に ， 21 か

したが， な ではな が
で る．

（ 誌 集委員長）

鳥類保護委員会報告

1）（ ） 田 本
に する の

田 本 で な が
計画されて り，会員か の に と
を 議した． 定 は ウ ン

の ウ の ン で り，

りの を す で が される と
となる かりでな ， ン I  に選定されて

る で り， 鳥に が る とが
される． では が
って ， 鳥 を 集で ， の が

で る． れ の を して， に
する ン に て，鳥 委員
会か を すとと に，2020 年 2 3 日 で

田 ， 年 3 16 日 で ，
（ ） 田 本 に

る鳥 に する を した．
た，日本鳥学会 を通した 者か の
に基 ，鳥 委員長が 会をして当該

に する を なった．
の は 用 で の

開 を に る 有 な に 定さ
れ， れ に の の が
定されて る． の しなが に

て な の を して ．
2） （ ） に する

の
2020 年  ， の か にか
ての で計画されて る（ ）

に て， ン の
がと れる ととなり， が 開された．会
員か の に と ， の に する

の に して 議した． の に る鳥
の よ 鳥 の の に
て した ， で計画 での

が る 度 されて る 鳥 の
，と に な が される のとして，
ン ウ， ウ ， ジ シ， シ，

ン， シ ，シジ ウ ン， ジシ
な が れた． の を して，委員会

で を り と た で，2020 年 11 1 日
で 者に して を した．
3） の 議 の の
3）1 （200  年度 会 議）

2019 年  26 日に山 は中 に し
て， 定 の 有 て
を2023 年 1 6 日 で 3 年 6 か 長する を

したが， の ， の 議 で
ン の 作 が ， ウ

の り，2020 年  16 日に中
は， ン の 開 を 年 10 

にする 通しを かにした． 加の
な は れて な で り，



して が る． た，当該 の
では を する では になって

なかった のの の 認さ
れて り， は に をして ．
3）2 の

， を て に るな の
が れて るが， ウ の

り が して ると れる． の
にすでに の な が

されて たた ， の な に し
て が る．
3）3 の

 の 2 は で るが，  
は 中で り， 評 は し
た．2019年か 一 の （ 3 ）を開始し
2023年に する 定で る． 前 の を

るた の 前 開始して り，
者と 報 しなが を して ．
3） の

201 年に を した ， な はな
が， 者と 報 しなが を

して ．
） の の鳥 に する

の 定にと な
が される 定で る．

報を 集しなが ， に て を
して ．

（鳥 委員長）

日本産鳥類記録委員会報告
1）  の に する の

 の の ， の に
する一 ， し は 委員会か の に る
た の 等の 認作 を った．
2） の の

6 か  の の
報の 認を ， として する作 を
中で る．
3） 日本 鳥 の 集 よ

の ， 鳥 ， 本 等の が
されて る，日本 鳥 の に する

の 集と を った． れ は で ，
る 度 と りが たと で， 誌
に 表して 定で る．
） 日本 鳥 の 集と

されて な 日本 鳥 の （
ン に 表された ， に

よる な ）に ての 報の 集と を
った．

） 日本 鳥 の に する 作成 の
当委員会の委員を通して が った に
って， ，報告 ， の作成 に の
な が かでな に， の と を
った．

6）  集に て
 の 集に て， 委員会委員は

集委員として の 集と に た
る ととなった．
）  の の 認 に

て
・ 誌  と った な

で が 表される 報告に て，
日本 鳥 委員会として し 認を

る との に て を った．
（日本 鳥 委員長）

鳥類分類委員会報告

1） 集委員会との に て
201 年度の 会の評議委員会・ 会で，2022 

年 定の日本鳥  に て
委員会， 集委員会の が承認された．

れにと な 委員会では， ン の 員が
集委員会の委員を する ととなった．

の 集作 を た に， 年度は 一
，2 度の作 を計 32 ， ン ン会議

を通 て った． な作 としては， に
 に される の 作成と の学

の で る． た に て， の
学 の 認， の な っ
た．

成された  で する の に
ては， ン の で 2021 年度の

に会員に学会  を して 表し，
を る 定で る．

2） 6・ ・  の の に ての
の 表に て

日本鳥 6 か  の
の の に ては， の一 を日本鳥学

会誌に 表したが， を で て な
． のた ， の作 に り で
る． ， の内 に加 ，  で

なされる の た の
を ， は の に ての を
誌に 中で る．



目録編集委員会報告

日本鳥  の 2022 年 9 に
て ン の を った．  

・ に ての の （ ，学
）の ， よ と の と

を して なった． ン
は により が れ，2 に て な

ととし，9 23 日に ム ジで の 定
を した．

一 ン
2020 年 11 に， ・ の を
表し， の （ ，学 ）， よ

， に て 2021 年 2 で を
る．

ン
2021 年 9 に， ・ を 定して す

とと に， を 表し， 年 12 で
を る．

一 ン の 表が れて る
が ム ジ で を 表し

ン を募集する 定で る．
（ 集委員長）

企画委員会報告

1） 鳥の学
日本鳥学会 2020 年 会に て 10 
別 会 鳥 のた の ン

を開催 定で ったが， 会の中 に
となった．

2） 参画
1  参画学 会 会シンポジウ

ムが 2020 年 10 1  日に ン ン開催され，
山本委員， 委員，中 委員が参加した．

参画学 会 会運営委員会に山本委員が
参加した．

3 日本鳥学会ポ 賞の
会の中 に となった．

の
2020 年 会では 画委員会がシンポジウムと

画を 当して り， を て たが，
れ 中 となった．

（ 画委員長）

広報委員会報告

1） ウ の日 の ・

， 委員会な か ， に の
の （ のは ）が て るが，

日 内に で て る． の 度
を する．

年度のウ の な は
で る 1） ジ の学会 の営

の ，2）2020 年度 会の中 に
会の ジの開 ，3）会員 ジ に

の会員 の 加， ）
ン ジ の ン ポ シ の ， ）
委員会 ジの ウ （2020 年 12 

22 日 作 中）．
2） ウ の ジ の  ン

加
報委員会運営の  と  の

が 年に ってか に 加して る
（2020 年 12 22 日   1 0 ，

 1 131 ）． か の ，学
会 の を て学会ウ の

に  の ン ンを した．
の年 は 年か 者 で ，

で るが，  の ジ ン
によれ に 0 の が ．
 3） 2020 年度 会のウ を鳥学会

で開
2020 年度 会は中 となったが，ウ

は学会と に開 した． た， 年度
会 委員か の により，前年度 会

ウ を ン として した． 
） 2020 年度 会の を

鳥学会の に開
年度に 会 の

6 を学会 か した．学
会 と 会 の の 別の
た ， 会用には ン を 2020

 と 定して した． た， 会中 に
会の のた ， 会 用の
ンで開 して学会 に した．

） 鳥学通 の
2019 年 9 1 日か 2020 年  1  日 でに

10 の が された． 年に
2 報の を 成で て な ので，
の に た ． 日 100 1 0 度の

の が る． に ては， 受
日 内に で て るた ，

の 度を する．
された の内 は 会報告が 6 報， 画

（鳥 委員長）



委員会 が2報， 誌 報が1報，会
員か の が 1 報 った． 会報告の内
は 3 報が 集会報告，3 報がポ 賞報告で

り， 年 れる鳥の学 会
シ ンの報告がなかった．
6） 新任委員の着任

2021 年か ， さ （日本 学 ）
が 委員として加 る ととなった．

（広報委員長）

基金運営委員会報告

1） 2020 年度学会賞
学会賞受賞候補者として黒田賞・山本誉士氏，

中村司奨励賞・西田有佑氏を選定し，評議員会で
承認された．内田奨学賞は該当者がなかった．詳
細は前号（日本鳥学会誌 69 巻 2 号）で報告済み．
2） 2021 年度学会賞等

黒田賞，内田奨学賞，中村司奨励賞の募集を開
始した．津戸基金によるシンポジウム開催助成の
募集を開始した．IOC2022 参加助成の募集を開始
する．
3） 基金一覧，基金運用計画

別表の通り作成した．
（基金運営委員長）




